




























































以下 3 つの課題を設定した． 
研究課題 1：大学体育授業およびその学修者に関する情報を得ること．特に，ライフスキル
について大学新入生対象に調査を行い，学修者の特性を把握すること． 








2. 研究課題 1-1 学修者のライフスキル獲得状況に関する調査 
【方法】 
筑波大学の 2015 年度秋学期開講共通科目「体育」のうち，標準履修年次 1 年の必修科目













3. 研究課題 1-2 大学体育授業の教育目標に関する肯定的認知度分析 
【方法】 
筑波大学で開講された共通科目「体育」の教育目標に関する肯定的認知度を，受講学生の












4. 研究課題 2 自己開示によるライフスキル獲得を意図した大学体育授業の設計 
【方法】 



















有，5）コメントシートの内容変更と Learning Management System (LMS) の活用，の 5 点
を主たる変更点とし，計 10 回の授業設計に反映させることができた． 
 
5. 研究課題 3 自己開示経験とライフスキル獲得に関する実証的検討 
【方法】 
筑波大学の新入生 77 名（男：57 名，女：20 名）を対象に，研究課題 2 で設計したソフト
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